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　第9回　  熱式流量計
さ とり とし お

（有）計装プラザ 代表取締役　佐 鳥　聡 夫

1．洞窟の出口を知る方法

　昔読んだ子供向けの雑誌に、「洞

窟の中で灯りが消えた。出口の方

向を知るにはどうしたら？」とい

う話がありました。答えはたしか

「指を唾で濡らし、真っ直ぐに立て

ると風の吹いてくる方が冷たく感

じる。そちらの方向に出口がある」

というものでした。

　　「風の動きが分かるくらい出口

に近ければ、何も汚い指を舐めな

くても方向くらい分かるだろう」

と異論がでそうですが、今回取り

上げる流量計は、本質的にはこの

話と同じ理屈で動いています。

　この連載の第6回で取り上げた

コリオリ式流量計は、液体やスラ

リーの質量流量が直接測れること

が最大の特長でしたが、気体は限

られた条件の下でしか測れません

でした。今回解説する熱式流量計

はその逆で、気体の質量流量が直

接測れます。その代わり、液体への

適用は微少流量に限られています。

　熱式流量計はサーマルフロー

メータ、またはサーマル式流量計

とも呼ばれます。

2．動作原理

　熱式流量計にはいくつかの異な

る動作原理がありますが、いずれ

も発熱体から流体が熱を運び去る

程度を測る点で共通しています。

その中の一つを図1に示します。

　金属細管にヒータ

を巻きつけ、その両側

に温度センサを配置

すると、流体が流れて

いないときはヒータ

の熱が両側に均等に

伝わり、両方のセンサ

の出力はバランスし

ています。流体が流れ

ると上流側センサは

冷えて出力が下がり、

下流側は逆に上がっ

て、出力バランスが崩

れます。この崩れる度

合いが流体の質量流

量に比例しているの

です。

　細管の内径は0.5mm

程度なので流せる流量

は極めて少なく、図2

に示すように、流れを流量計の内部

で主流とバイパス流に分け、バイパ

ス流量を測って全体の流量を推定す

る方式が一般的です。

　主流が流れるメイン配管の内部

にあるフローエレメントは、金属

細管を束ねたものや金属板に細か

い孔を多数開けたもの、あるいは

焼結金属が用いられ、流れに適当

な抵抗を与えることによってバイ

パス流に対する比率を決めていま

す。主流とバイパス流は常に一定

の比率で増減しますから、バイパ

ス流量を測れば全体の流量が分か

ることになります。

　小型の熱式流量計をコントロー

ラおよび制御弁と一体化し、それ

自体で流量を一定の値に制御する、

マスフロー・コントローラと呼ば

れる製品も普及しています。

　熱式流量計の測定対象はほとん

ど気体ですが、中には液体の微少

流量を測る製品もあります。

3．熱式流量計の特性

　いつものように、まず長所から

述べましょう。

　1）質量流量が直接測れる

　液体と異なり、気体は温度・圧

力の影響で体積が大幅に変わりま

図1　熱式流量計の原理

図2　バイパス分流式
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す。したがって、体積流量で測っ

ても、0℃、1気圧の標準状態に換

算した値、NL／minやNm3／hで表

示します。これは質量流量表示と

実質的には同じです。そのため、体

積流量計、温度発信器、圧力発信

器、さらに補正演算器から成るシ

ステムを必要とします。

　ところが、熱式流量計はそれ自

体が直接質量流量信号を出力する

のですから、これほどありがたい

ことはありません。

　2）可動部がない

　回転軸のように動く部品がない

ため、一旦うまく動き出せば後の

面倒はありません。メンテナンス

が不要です。

　3）微少流量まで測定可能

　気体で3NmL／min、液体で0.7mL

／min という極めて微少な流量ま

で測定可能です。

　4）流量ゼロ付近まで信号が出る

　温度センサは風の動きに敏感で、

流速がゼロ付近になっても出力信

号を出し続けます。ある流速で

パッと信号が消えることはありま

せん。逆に過大流量で壊れる部品

もなく、1つの流量計で広い流量範

囲をカバーできます。

　5）高温・低温で使える

　＋550℃の高温から－200℃の低

温まで使えます。ただし、1台の流

量計で高低温すべてをカバーする

のではなく、流体の温度範囲が定

められています。カタログで検討

する際、注意してください。

　物にはすべて良い面と悪い面が

あります。弱点のない流量計など

ありません。熱式流量計について

注意すべき点を以下に挙げます。

　1）測定対象の制約

　クリーンな気体専用です。蒸気

も液体もスラリーも測れません。

ただし、微少液体流量を測定対象

とする製品があり、これは電気信

号を必要とする用途に好適です。

　2）汚れに弱い

　前項で「クリーンな」と断った

のは、熱式が汚れに弱いからです。

塵や埃で細管が詰まれば当然測れ

なくなります。流量計入口の金網

をフィルタと思う方が多いのです

が、これは実は整流器で、塵埃を

防ぐ効果はありません。もし、効

果があるほど目の細かいフィルタ

を入れれば、すぐに詰まってしま

うでしょう。細管を使わないタイ

プでも、ヒータやセンサの表面が

汚れると誤差が増えます。した

がって、湿ったガスやオイルミス

トのあるラインは避けてください。

　3）流体ごとに特性が変わる

　熱式流量計の流量対出力信号の

関係は、図3に示すように流体ご

とに異なります。熱を運び去る能

力が流体によって違うからです。

　したがって、窒素ガス用に購入

した流量計を、そのまま水素ガス

用に使うことはできません。実流

校正は本来ならば実ガスで行うべ

きですが、これは大変なので、空

気または窒素ガスで校正し、あら

かじめ実験で求めた換算係数を適

用するのが一般的です。

　4）直管部が必要な場合もある

　図2に示した構造の製品は直管

部を必要としませんが、大きい口

径の配管に棒状のセンサを挿入す

る構造をとる製品もあり、この場

合は原理的に流速を測定すること

になるため、上下流にある程度の

直管部を必要とします。詳細は、参

考書（たとえば松山裕著「実用 流

量測定」省エネルギーセンター

1995年刊）をご覧ください。

4．応用分野

　熱式流量計は、クリーンなガス

に用いたとき、その特長を最大に

発揮します。したがって、多種類

の純粋な原料ガスを用いる半導体

製造プロセスは、正にぴったりの

応用分野です。

　一方、ごみ焼却場の排煙ガス流量

測定にも、高温に強い熱式流量計が

使われています。排煙の中の細かい

埃で、センサの表面が次第に汚れて

来ますが、間歇的に空気を吹き付け

る装置を取り付け、問題を解決しま

した。このように、計装の工夫で弱

点を補うこともできるのです。　■図3　流量対出力
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おか ご じゅう

　　　　（株）エム・システム技研　東京営業部　システム技術グループ　 岡　五 十 　　　

上田市の上水道設備集中監視システムに採用されたテレメータ

　長野県上田市は県庁所在地であ

る長野市の南東に位置し、真田昌

幸、幸村の居城、上田城の城下町と

して栄えた歴史のある街です。

　上田市の上水道は大正12年に創

設され、およそ80年にわたって水

道水を供給し続けています。創設

以来、現在までに6回にわたる拡張

工事を行い、施設の整備を行って

きました。千曲川の支流の神川か

ら取水した原水を、染屋浄水場と

石舟浄水場の2箇所で浄水処理し、

上田市内に配水しています。

　2000年3月に、上田市の約70％

の地域に上水を配水している染屋

浄水場の集中監視システムが更新

されました。このとき、“ジャスト

フィットテレメータ”など、エム・

システム技研製のテレメータ装置

が採用され、稼働しています。

　今月は、上田市の染屋浄水場を

訪ね、上田市上下水道局浄水管理

センターの武田 賢一 主査、テレ

メータ装置を含めたシステム全体

の工事を請負契約された石井電気

工業（株）特機部の小池正夫部長、

集中監視システムのエンジニアリ

ング（ソフト構築）を行った（株）相

生電子 制御システム課の上野伸

樹課長補佐、大江義朗主任、淡嶋
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図1　上田市の上水道設備集中監視システム。NTTの専用回線を使ったテレメータ装置で、約30箇所の子局の信号を染屋浄水場に集め、　
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上田市の上水道設備集中監視システムに採用されたテレメータ

良様にお話を伺いました。

　　［岡］現在稼働しているテレ

メータ装置とパソコンを使用した

集中監視システムを導入された経

緯をお教えください。

　　［武田］上田市の上水道施設は、

石舟浄水場で浄水処理した水を配水

している石舟水系と、染屋浄水場で

浄水処理した水を配水している染屋

水系の2つに大別されています。こ

れら2つの水道系統には、水源、ポ

ンプ場、配水池など約30の施設があ
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り、それらが市内に散在していま

す。以前から、これらの施設におけ

る水位や流量、残塩といった各種計

測信号、ポンプ運転などの状態信

号、設備故障などの警報信号を、

NTTの専用線を用いたテレメータ

装置で染屋浄水場に集めて、集中監

視していました。しかし、このテレ

メータ機器や集中監視装置が老朽化

してきたため、ともにリプレースす

ることにしました。

　従来のテレメータ装置は重電

メーカー製で、複数の子局に対し

親局が順番にポーリングして行く

1：n 方式でした。石舟水系と染屋

水系の両方にテレメータ装置の親

局を置き、それぞれの水系にある

施設（子局）の信号を集めて、監視

していました。

　テレメータ装置のリプレースに

あたっては、各社の製品を検討し

ました。毎月送られてくる

『MS TODAY』を読んでいたので、

エム・システム技研製テレメータを

使えば重電メーカー製テレメータを

使用する場合に比べて、費用を大幅

に抑えることができるのではないか

と考えていました。また、今回、工

事を担当いただいた石井電気工業の

図2　染屋浄水場にあるテレメータ盤（親局）

図3　集中監視システム（パソコン）の監視画面

小池様からも、エム・システム技研

製品について情報をいただいていま

した。さらに、上田市の隣にある東

部町で、すでにエム・システム技研

製テレメータ装置が使われていたの

で、その設備も見せていただきまし

た。それらのことを考慮して、今回

のテレメータ装置を決めました。

　　［小池］エム・システム技研製

のジャストフィットテレメータは

プラグイン構造であり、アドレス

スイッチを合わせるだけで、複雑

な設定は一切必要としないため、

機器が故障したときなどに、交換

が大変簡単です。また、テレメータ

装置自体が安価であるため、監視

対象としている約30箇所の子局の

監視を1：1方式のテレメータ装置

にしても、トータル費用を予算以

内に抑えることが可能でした。

　　［岡］集中監視システムの概要

をお教えください。

　　［武田］従来は、石舟水系と染

屋水系それぞれに親局を置いたポー

リング方式でしたが、今回のリプ

レースを機会に、市内に分散してい

るすべての施設の信号をNTTの専

用回線を使った1：1方式のテレメー

タ装置で染屋浄水場に集め、集中監

視する方式にしました（図1、2）。集

中監視システムも、重電メーカーの

専用システムではなく、パソコンを

中心に構成することにしました。こ

のため、集中監視システムの設備費

用も抑えることができました。この

パソコンを使用した集中監視とデー

タロガー、また日報・月報・年報の

作成を行うソフトの構築（ソフトの

エンジニアリング）は相生電子様に

お願いしました。

　　［上野］テレメータ装置で集め

た各種信号は、染屋浄水場内や神科

ポンプ場の信号とともにPLCに入

力し、光ファイバケーブルで中央監

視室に設置したパソコンに取り込ん

でいます。このパソコンは、Ethernet

（LAN）で事務室や水質検査室にある

パソコンと接続されていています

（図1）。それらのパソコンでも、中

央監視室のパソコンと同じ監視画面

（グラフィック画面、トレンド画面

など）（図3）を見ることができます。

さらに、NTTの公衆回線を使用し

て、上田市役所の上水道課内に設置

したパソコンや自宅に持ち帰った在

宅監視用パソコンでも、監視画面を

見ることができます。

　これら、パソコンを使用した集

中監視システム用ソフトウェアは

相生電子が独自に開発し、AOS

（Aioi Observation System）と名付け

ています。この監視用ソフトの採

用は各地の浄水場や下水処理場、

半導体工場などで使用実績があり

ました。このソフトはある程度

パッケージ化されていますが、そ
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本システムについての照会先：
　石井電気工業 株式会社
　特機部 部長　小池 正夫
　〒386-0018
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石井電気工業（株）
特機部 部長　
小池 正夫 様

上田市上下水道局
浄水管理センター 主査
武田 賢一 様

（株）相生電子
制御システム課 設計・技術営業
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制御システム課 SE主任
大江 義朗 様

（株）相生電子
制御システム課 課長補佐
上野 伸樹 様

図4　石舟浄水場の計装盤。薬品注入のコントロー　
　　　ルに“ワンループコントローラ”（形式：ABE）
　　　が2台使われている

図5　石舟浄水場内ではPCレコーダを　
　　   使って計測データを記録している

れにお客様の要求仕様を取り入れ

て、個別にアレンジすることがで

きます。価格も重電メーカー製専

用監視システムの場合に比べ、大

幅なコストダウンが実現できます。

　　［大江］浄水場様の要求によっ

て作られたグラフィック画面では、

染屋浄水場内の運転状態だけでな

く、テレメータ装置で接続されてい

る各子局の、日常管理に必要な各種

情報を一目で把握できます。さら

に、ポンプの運転状態（ON－OFF）

信号と水位や流量などのアナログ信

号を同じトレンド画面上で見ること

ができます。このトレンド画面は、

ユーザー様ご自身の手で1つの画面

上で見たい信号を任意に組み合わせ

て構成することができる、フリー構

成方式となっています。また、業務

報告用の日報、月報もフリーフォー

マット化されています。

　この監視ソフトは、アナログ信

号2000点、接点信号4000点まで対

応しています。今回は、アナログ信

号が200点、接点信号が500点程度

でしたから、このソフトの能力か

らいえば、少ない方です。

　また、“iモード”を利用したメー

ル発報（異常通報）機能、リアルタ

イム簡易監視な

ど、インターネッ

トを利用したシス

テムへと拡張する

ことも可能です。

　　［武田］今回の

リプレースで、

ITV（画像監視）シ

ステムも増設しました（図1）。従来

からある染屋浄水場の原水を取り

入れている新屋取入口の画像だけ

でなく、新たに染屋浄水場内や石

舟浄水場内の様子、石舟浄水場の

原水を取り入れている真田取入口

の状態も、染屋浄水場内の中央監

視室でリアルタイムに画像として

見ることができます。

　　［小池］テレメータ装置と集中

監視システムのリプレースを行っ

たあと、石舟浄水場では次亜塩素

酸ナトリウム注入の自動化工事を

行いました。このとき、エム・シス

テム技研製の“ワンループコント

ローラ”（形式：ABE）を2台と“入

出力ユニット”（形式：SML）を6台

使いました（図4）。

　　［淡嶋］このワンループコント

ローラの目標値（SP 値）

は、テレメータ回線を経

由して、染屋浄水場の中

央監視室から設定するこ

とができます。また、石舟

浄水場において各種計測

信号を記録するため、エ

ム・システム技研製のPCレコーダ

を使っています（図5）。記録点数が

32点以下であるため、PCレコーダ

で十分でした。

　　［岡］今回の集中監視システム

のリプレースでエム・システム技

研製テレメータ装置をご採用に

なって、いかがでしたか。

　　［武田］考えていた以上に設備

費を低減することができたと思っ

ています。また、運転を始めて2年

近くになりますが、とくに問題は

発生していません。

　　［岡］お忙しいところ、お話を

お聞かせいただき、ありがとうご

ざいました。　　　　　　　　 ■
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は じ め に

　PHS アクセスユニット（形式：

PAU、以下「PAU」と略称）は、PHS

回線でアナログ端末を使用するた

めのプロトコル変換装置です。従

来、有線の一般電話回線に接続し

ていた各種端末をPAUに接続する

ことによって、PHS回線経由の無線

通信システムを実現できます。

　PAUは、一般電話回線を使用す

るエム・システム技研製の各種テ

レメータ製品にも適用することが

でき、この組合せによってPHS無

線テレメータシステムが実現しま

す。エム・システム技研では、お客

様がPHS無線テレメータシステム

を容易にご構築いただける

ように、PAUの販売を開始

しました注1）。

　本稿では、PAUを使用し

た無線テレメータシステム

の事例およびPAUの特長、

利用メリットなどについて

ご紹介します。

1．PAUを使用したPHS
無線テレメータシステム

　PAUは、通信の機能媒体

としては、基本的にアナロ

グの一般電話回線と同等と

みなすことができます。ま

た、互いに通信を行う端末

の双方にPAUを使用しても、ある

いは一方にPAUを使用し、他方は

有線の一般電話回線を使用しても

かまいません。

　PAUは、以下に列挙するエム・シ

ステム技研のテレメータ製品と組み

合わせて使用することができます。

　●NCU付きモデム（形式：MOC1）

むら かみ よし あき

　　　　（株）エム・システム技研　商品統括部　 村 上　良 明 　　　

テレメータ用PHSアクセスユニット
（形式：PAU）シリーズ

図1　PAUを使用した、てれまる／てれとーくによるシステム構成例

図2　PAUを使用した、テレロガーによるシステム構成例

一般電話�
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電話線�
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電話線�

てれとーく�
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アナログ信号を監視し計測デー
タを音声で読み上げて通報しま
す（通報先：4箇所）。条件設定
による自動通報もできます。�

接点信号に対応した音声メッ
セージ（16種類）を読み上げて
電話機に通報します（通報先：
8箇所）。�

FAXロガー�

市販外付�
モデム�

パソコン�

一般電話�
回線（公衆）網�

PHS�
アクセスユニット�
PAU

（モジュラジャック）�

電話線�
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電話機�

FAX

無線�
内蔵�
モデム使用�

携　帯�
電話網�

PHS�
回線網�

信号監視ロボット�
テレロガー�
TLX1

アナログ入力32点もし
くはデジタル入力512点
のトレードオフ��
デジタル出力16点�
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Ai 4／Di 16点�

アナログデータやデジタ
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蓄積したデータの瞬時値を
自動通報したり、遠隔地か
らの要求で通報します。�
データをFAXで送ったり
発生事象を電話機に音声
で通報したりできます。�

無線�

FAX

PAU

双方にPAUを使用する�
こともできます�

監視操作用�
SCADAソフト�

FAXへ直接帳票出力が可能です�
（日報、月報、デマンド報）�

プリンタ�

帳票出力�
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　（MOC1を使用するMsysNetの

テレメータ製品）

　●てれまる（形式：TLO）

　●てれとーく（形式：TLA）

　●テレロガー（形式：TLX1）

　以上の諸製品による無線テレメー

タシステムの構成事例を図1～3に

示します。

2．PAUの主な仕様

　エム・システム技研がご提供する

PAUには、屋内設置形（形式：PAU-

102、価格12万円）および屋外設置形

（形式：PAU-203N、価格13万円）の

2機種があります。これらの外観を

図4に示します。また、主な仕様を

表1に示します。

　なおPAUについて

は、一般の電話端末

機器と同様、使用者（お客様）と通

信事業者（PHSキャリア）の間で使

用契約をご締結いただく必要があ

ります。ただしPHSキャリアが

DDI ポケットの場合に限り、エ

ム・システム技研が契約手続きの

窓口業務を代行します。

3．特長と利用メリット

　PAUを使用したPHS無線テレ

メータシステムの特長と利用メリッ

トを、有線の一般電話回線との比較

において、以下にご説明します。

　●無線化による設置工事の簡便

化：無線で通信できるため、電話

回線の敷設が困難な場所にも設置

できます。移設やレイ

アウトの変更にも柔

軟に対応できます。屋

外の路上設備や仮設

の設備などとしても

適しています。

　●ランニングコスト

の低減：PHS のテレ

メータリング向け低料

金サービスを利用でき

るため、月額基本料金

が大幅に安くなります。表2に、一般

回線とPHSのランニングコスト／イ

ニシャルコストの比較例を示します。

　●節税効果：PHS には電話債権

（固定電話加入権）が付随しないた

め、現在一般電話回線を利用され

ているお客様がPAUにリプレース

された場合には債権の売却損が計

上でき、節税効果が期待できます

（現時点では1回線当たり約16,000

円の節税注2））。

　また、PAUを一般音声用PHS（い

わゆるハンディフォン形のPHS）と

比較した場合の優位点としては、次

のことが挙げられます。

　●電源の安定供給：一般音声用PHS

では、電源を充電器を介して二次電

テレメータ用PHSアクセスユニット
（形式：PAU）シリーズ

図3　PAUを使用した、MsysNetによるシステム構成例

図4　PAUの外観

表1　PAUの主な仕様
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テムが構築できます。�

NestBus
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監視操作ソフト�
SFDN

プリンタ� 帳票出力�

NCU付モデム�
MOC1 MOC1

モデムインタフェース�
SMDM

SMDM

リモート�
入出力�
ユニット�
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最大16台� 最大16箇所までの現場まで拡張可能�

通信レベル変換器�
LK1

端
末
回
線

�

無

線

�

 機　器　仕　様�
構        　　　造 壁取付形�
 PAU-102�
 通信部：モジュラジャック�
　 電源部：ACアダプタプラグ�
接　続　方　式

 PAU-203N�
 通信部：M 3.5ねじ端子接続�
 電源部：M 3.5ねじ端子接続�
電源表示ランプ  緑色 LED、AC電源通電時点灯�
 緑色 LED 、圏内待ち受け中点灯、�
動作表示ランプ  圏内通話中点滅（30 INT）、�
 圏外CS検索中点滅（60 INT）�
 回　線　仕　様�

データ伝送速度
 9600 bps�

 （モデム通信時、みなし音声通信）�

認　定　番　号
 A00-0844JP（PAU-102）�

 A00-1300JP（PAU-203N）�
 
回 線 種 別

 一般公衆回線（PBタイプのみ：�
  アナログ電話用2線式インタフェース）�
 収 容回線数  1回線�
 通話電流供給 27±5 mA（定電流）、DC 48±5 V�
 リ ン ギ ン グ 20 Hz、60 ±5 V rms、10 kΩ負荷�
 ケーブル延長距離 最大100 m（0.5φ）�
 エアインタフェース RCR STD-28 2版対応�
 送 信 電 力  10 mW�
 
使 用 距 離

 基地局（アンテナ）と100～500 m以内�
  （サービス地域、周辺環境による）�
 設　置　仕　様�
 許容電圧範囲　AC 100 V±10 ％�
 50／60±2 Hz　約5 VA�
供　給　電　源

 （PAU-102はACアダプタ使用�
 　DC9V、500 mA）�
使 用 温 度 範 囲  0～40℃�
使 用 湿 度 範 囲  20～80 ％ RH（結露しないこと）�
取      　　  　付 壁取付�
 PAU-102 ：W 148×H 120×D 30 mm�

寸        　　　法
 （ACアダプタを除く）�

 PAU-203N ：W 165×H 220×D 42 mm�
 （突起物含まず）�
 PAU-102 ：約250 g（ACアダプタを除く）�質       　　 　量

 PAU-203N ：約700 g
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池から供給するため、遠隔監視で数

年間利用する場合などには、電池の

劣化や端子の接触不良などの問題が

生じる可能性がありますが、PAUの

場合はAC100Vで直接給電できるた

め、このような心配はありません。

　●屋外設置も可能：PAU-203Nは

JIS3級の防雨構造であり、屋外（露

天）にも設置可能です。また、エム・

システム技研のテレータ機器から

PAUへの接続ケーブルは、アナロ

グ電話用の2線式であるため、100m

ないし500mまで延長できます。

　●みなし音声方式による通信：一

般音声用PHSでデータ通信を行う

場合には、PIAFS（PHS Internet Ac-

cess Forum Standard）サービスを利用

しなければなりません。PIAFS で

は、NTTのアナログ一般回線との相

互接続ができないため（ISDN回線の

場合は、相互接続可能）、テレメー

タ機器の一方がアナログ一般回線を

利用する場合には一般音声用PHS

は使用できません。PAUの場合は、

みなし音声通話方式による通信方式

を採用しているため、NTTのアナロ

グ一般回線との接続が可能です。

　●固定設置・遠隔監視に適したソ

フトウェア仕様：一般音声用PHS

は、移動利用を想定したソフト

ウェア仕様になっています。した

がって、電波の状況によってはハ

ンドオーバー（アンテナ切替え）が

しばしば起きます。テレメータの

ようなデータ通信においてハンド

オーバーが起きると、その間に一

瞬データが途絶して伝送エラーと

なり、再伝送の必要が生じます。

PAUの場合には、ハンドオーバー

が極力起きない設計になっていて、

一般音声用PHSに較べて安定した

通信環境を提供できます注3）。

　ところで、PAUと同じように無

線テレメータシステムを実現する

通信媒体として、NTT DoCoMoが

提供するパケット通信方式のDoPa

サービスが最近注目を集めていま

す。

　参考のために、PAUとのランニ

ングコスト、イニシャルコストの

比較を前出の表2に付記しました。

表2における使用条件においては、

PAUの方がコストパフォーマンス

に優れているといえます。

お わ り に

　以上に述べてきたように、PAU

は、利便性が高く、ランニングコス

テレメータ用PHSアクセスユニット
（形式：PAU）シリーズ

トの低い無線テレメータシステム

を実現するのに有効です。エム・シ

ステム技研の各種テレメータ製品

にPAUが加わり、テレメータ用通

信媒体のレパートリは一段と広が

りました（専用回線／アナログ一般

電話回線／ ISDN回線／携帯電話回

線／PHS-PIAFS回線／PHS－みなし

音声回線／ SS（Spread Spectrum）無

線）。各種の通信媒体には長所、短

所を含めて、それぞれに特徴があり

ます。アプリケーション対象に応じ

て最適な通信媒体を選択することに

よって、信頼性が高く、コストパ

フォーマンスに優れたテレメータシ

ステムを実現できます。　　　 ■

表2　一般回線とPHSのランニングコスト／イニシャルコストの比較例

＊てれまる、てれとーく、テレロガー、MsysNetはエム・
　システム技研の登録商標です。

注1）PAUの製造元：NECコミュニケーショ
ンネット（株）

注2）固定電話加入権（施設設置負担金）@72,000円
→無形固定資産（減価償却不可）

売却額（キャッシュ増加額） @32,000円
差　額（節税効果対象） @40,000円
節税額（税率40％で計算） @16,000円

注3）本製品は、基本的にPHS回線網の無線
通信を利用しているため、使用上次の
ような注意が必要です。
・PHS回線が混雑している場合、回線
の接続が困難になることがあります。
周辺の状況や、時間帯などによって混
雑する地域が発生することがあります。
・無線通信を行う特性上、コードレス
電話や無線機、あるいは他のPAUな
ど、電波やノイズを発生する機器が近
くにあると、接続しにくくなります。
・キャリアが、アンテナや設備のメン
テナンスのためサービスを一時的に停
止する場合があります。

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト�

イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト�

センター側のモデム、ルータなどのハードウェア費は含みません。あくまでも参考値ですのでご注意ください。�

算出条件： 平日昼間の市内電話　①1日に1分（1回）の通信　②1回あたりのデータ量は72kbyte�
�
＊1： PHSの場合は、NTT網との接続料が発生するため、距離／時間に関係なく1回の発信で10円加算されます。�
 よって、1日に1分（1回）の通信の場合は、20円／1分になります。�
 仮に、2分／1日（1回）の通信の場合は30円／2分、3分／1日（1回）の場合は40円／3分になります。�
＊2： 回線契約事務手数料は、同時に2回線以上契約時には、2回線目以降については1,700円／回線になります。�

  アナログ有線 PAU DoPa（スーパーライトプランS）�
 基本料金（現場端末） 2,600円 700円 900円�
 INS64／月（センター側） － － 8,000円�
 通信料 10円／3分 20円／分＊1 0.20円／パケット（128byte）�
 通信速度 9600bps（216kbyte／3分） 9600bps（72kbyte／分） －�
 1日（72kbyte）1分 10円 20円 113円�
 30日（2.16Mbyte）30分 300円 600円 3,390円�
 1か月の通信料 2,910円 1,300円 12,290円�
  既設：不要　　 　　　　　　　＊2 �
 契約手数料 新設：72,000円 2,700円（DDIポケット） 3,000円�
  （電話加入債権）�
 ドコモ局内工事 － － 82,000円�
 回線工事費 必要 不要 不要 �
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なか がわ きよし

（株）エム・システム技研　開発部　 中 川　 清

超小形端子台型信号変換器M5シリーズ、
超小形2線式端子台型信号変換器B5シリーズ

は じ め に

　エム・システム技研では、端子

台型の形状をもつ変換器、超小形

端子台型信号変換器「M5シリーズ」

および超小形2線式端子台型信号

変換器「B5シリーズ」を現在開発

中です。ここに、これら製品シリー

ズの開発方針と仕様・特長の概要

についてご紹介します。

　これらのシリーズ製品はともに端

子台の形状をもつ変換器であり（図

1）、分電盤の中でブレーカーや電磁

接触器と一緒に配列できる圧着端子

台構造にすることで、コンパクト化

と配線のしやすさを狙っています。

寸法については、分電盤の協約寸法

（JIS協約形準拠 単極サイズ、W25

×H94×D41 mm）に統一していま

す。DINレール取付けとし、分電盤

の配線の合理化、薄型化、小形化設

計に最適の形状を採用しています。

　M5シリーズは出力と電源が独立

した4線式で

あり、電源

DC24V、入

力、出力の間

を絶縁した 3

ポート絶縁で

す。B5シリー

ズは出力ライ

ンでDC電源

を供給する 2

線式変換器であり、入力・出力間を

絶縁した2ポート絶縁です。

M5・B5シリーズの特長

　●協約寸法を採用することにより、

あらゆる分電盤に、また様々なス

ペースに容易に取り付けられます。

　●DINレール取付けであり、ワン

タッチで取り付け、取り外しがで

きます。

　●超小形でありながら、変換器とし

ての性能は十分に保持しています。

　●省電力設計を採用し、使用温度

範囲を広くしています。B5シリー

ズの場合は、－40～＋85℃です。

　● CE 電磁適合指令（89 ／ 336 ／

EEC）に適合し、UL3111-1（一般安

全規格）に準拠しています。

　●端子台上下2段をずらして配線

時マーキングチューブの文字を読

みやすくしています。

　●各種の入力信号に対応できます

（表1参照）。また、応答時間は標準

0.5s以下、高速応答形約25msであ

り、多様なニーズに対応可能です。

　●超小形でありながら、M5 シ

リーズの場合、絶縁耐圧を

AC2000Vまで確保しています。

　●操作が容易です。ゼロ調整およ

びスパン調整用のボリュームを前

面に出しています。

お わ り に

　今回ご紹介したM5シリーズと

B5シリーズについては、分電盤の

合理化、省力化に役立つことを主

要な目的として開発を進めていま

す。機種については、表1に示す

種類を近日中に揃える予定です。

　品揃えを含め、お客様にご意見を

お聞かせいただき、それを反映して

行きたいと考えています。ご希望、ご

意見をエム・システム技研ホットラ

インまで、ぜひお寄せください。　■

図1　M5シリーズ、
　　 B5シリーズの外観

表1　M5シリーズのラインアップ

表2　B5シリーズのラインアップ

25

94

（mm）�
41

　 　 製 品 名 称  形  式 入 力 信 号   価格（円）�
直流入力変換器 M5VS 各種直流信号 25,000�
カップル変換器 M5TS 各種熱電対 30,000�
測温抵抗体変換器 M5RS 各種測温抵抗体 29,000�
ポテンショメータ変換器 M5MS 全抵抗100Ω～10kΩ間でのポテンショメータ 27,000�
PT変換器 M5PT 交流電圧 30,000�
CT変換器 M5CT 交流電流 30,000�
ディストリビュータ M5DY 2線式伝送器 27,000�
�

　 　 製 品 名 称  形  式 入 力 信 号   価格（円）�
直流入力変換器 B5VS 各種直流信号 　20,000�
カップル変換器 B5TS 各種熱電対 27,000�
測温抵抗体変換器 B5RS 各種測温抵抗体 25,000�
ポテンショメータ変換器 B5MS 全抵抗値100Ω～10kΩ間でのポテンショメータ 22,000�
PT変換器 B5PT 交流電圧 27,000�
CT変換器 B5CT 交流電流 27,000�
電源なしアイソレータ B5SN 各種直流信号 19,800�
�
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● こんなことがしたいが何かいい方法はないか�
● すぐに変換器がほしい�
● 製品の接続がわからない�
● 資料を読んでも内容がわからない�
● 納入された製品が動かない�

● 定価を知りたい�
● 納期を知りたい�
● カタログ、資料がほしい�
● セミナーに参加したい�
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 変換器のことなら何でもお電話ください。すべてのご要望に 

このような 
経験があり 

ホットラインフリーダイヤル�

12 MS TODAY　2002年 3月号

野村　昌志

　炉内温度を500℃まで

上げるため、DC4～20mA

の制御信号でバルブを開

きたいと考えています。

計算上では、バルブを12時間ほどかけて全開させ

れば、500℃までうまく上がって行くはずです。等

速応答変換器（形式：CR）を使えば、徐々に増加す

る出力信号が得られるようですが、標準スペック

のCRでは、100％の応答時間を最長でも40秒ま

でしか調整できません。さらに長時間の応答時間

まで設定できる製品はありませんか。

　マニュアルセッタ（形

式：MXMS）という新製品

があります。MXMSはノ

コギリ波、正弦波、任意の

プログラム波形などを、9999分以内のあらかじめ

設定した時間を1周期として出力しますから、こ

れを使用され、周期720分（＝12時間）、初期値

DC4mA、最終値20mAのノコギリ波を出力するよ

うに設定されると良いでしょう。

　測定電流値を、現場設

置のアナログ電流計によ

り現場表示していますが、

これとは別に、この電流

値を構内の離れた事務所でも表示させたいと考え

ています。また電流値が所定値の80％以上になっ

たとき、現場盤に“電流値上限警報”と表示する

ことを希望しています。どのようにすれば良いで

すか。なお現場から事務所まで、ケーブルを使っ

ての伝送は可能です。

　警報機能付きCTリミッ

タラーム（形式：AECT）と

直流入力デジタルパネル

メータ（形式：44DV2）を

組み合わせて使用されるのが良いでしょう。AECT

はCTの2次側の電流信号を入力してDC4～20mA

を出力する製品です。その出力信号をケーブル伝

送し、44DV2につなぐことによって、測定した電

流値を表示することができます。たとえば、44DV2

のスケールを0～100A（CTの１次側の電流値）と設

定し、製品に添付されている単位シールを表示器

表面に貼り付けることによって、最大の20mA入力

時に100Aと表示することも可能です。また、AECT

は警報信号も出力できますから、この警報信号の

ための上限設定を80％にすれば、ご希望の警報表

示が可能です。

　現地でアナログ信号の

トレンドを記録するとと

もに、FAXを使用し遠隔

地において日報を印刷し

＊リミッタラームはエム・システム技研の登録商標です。

図1

図2

DC4～20mA

直流入力�
デジタルパネルメータ�
（形式：44DV2）�

CTリミッタラーム�
（形式：AECT）�

警報信号�
電流計�

CT
AE・UNIT

LIMIT ALARM

4 4 1

6 6 1

A

既設のCTの2次側の電流ラインを電流計とAECTに
直列に配線することで対応可能です。�

60 12

20

4

12

出
力（
m
A
）
�

時間（h）�

DC4～20mA

マニュアルセッタ�
（形式：MXMS）�

MXMSの詳細についてはホット�
ラインまでお問合せください。�
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  お応えできます。クレームについても対応します。�

  悩みをかかえた�
  ませんか？�

そんなときはエム・システム技研の お客様窓口�

「ホットラインテレフォンサービス（フリーダイヤル）」を�

ご利用ください。お客様の大切なお時間を節約します。   

インターネットホームページ　http：//www.m-system.co.jp/
ホットライン�Eメールアドレス　hotline@m-system.co.jp
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雑賀　正人

たいのですが、何か簡単にできる方法はありません

か。ついでに状態を監視し、異常発生時には電話や

FAXで警報通知を受けたいと思います。なお、これ

らを一般電話回線を使用することにより実現したい

のですが、可能でしょうか。

　信号監視ロボット テレロ

ガー（形式：TLX1）の使用

をおすすめします。TLX1

はアナログ信号（1～5V）を

4点、接点信号は16点まで入力して記録します。日

報に印刷できるデータ数は最大8項目で、そのうち

アナログデータは最大4項目です。アナログ瞬時

値、積算値、運転時間などを、また1日の平均／最

大／最小／合計値なども計算・印刷できます。日報

は、指定した時刻に自動的にFAXに送ることも、電

話をかけて要求したときに送信することもできま

す。FAX機能としては、警報発生時FAX通報、月

報、デマンド報などがあります。とくにデマンド報

は、現在の警

報発生状態や

アナログ瞬時

値を FAX に

送ってきます

から、任意時

刻の状態記録

には便利です。これら各種の機能は、付属のビル

ダーソフトを使用して設定します。このほかに、警

報の音声通報機能、パソコンからのトレンド記録、

異常ログ、運転ログ異常サマリ、運転サマリ、瞬時

値取得要求機能など、幅広い機能をもっています。

　ロータリエンコーダの

A／B 2 相パルス信号を、

絶縁して2系統の受信計

器に取り込みたいのです

が、2分配する変換器はありますか。

　ロータリエンコーダ用

パルスアイソレータ（形

式：RPPD）を2台使用する

ことにより対応できます。

RPPDは、ロータリエンコーダA／B相の正逆転時

の位相差をそのまま絶縁して出力することができ

ます。したがって、受信計器側では、ロータリエ

ンコーダからの直接の入力と等価の信号として検

出することができます。

＊テレロガーはエム・システム技研の登録商標です。

図4図3　日報の出力例
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パルスアイソレータ�
（形式：RPPD）�

ロータリ�
エンコーダ�

A相�
B相�

受信計器1

受信計器2

RPPD

　エム・システム技研のホームページで「ユーザ登録」または「エムエスツデーE
メール配信」をご希望くださると、Eメールにより、いち速く『エムエスツデー』
最新号を無料でお届けします。�
　このユーザ登録（登録料・会費は無料）をしていただきますと、ユーザIDによ
るカタログ請求などもご便利です。また、登録内容の変更、削除はいつでもご
自由ですから、ぜひ、ご登録ください。�

『エムエスツデー』『エムエスツデー』のEメール無料配信サービスのお知らせメール無料配信サービスのお知らせ�『エムエスツデー』『エムエスツデー』のEメール無料配信サービスのお知らせメール無料配信サービスのお知らせ�

ホームページアドレス　ホームページアドレス　http://www.m-system.co.jp/http://www.m-system.co.jp/ホームページアドレス　http://www.m-system.co.jp/

どちらからでも
「ユーザ登録」
をしていただけ
ます。�



14 MS TODAY　2002年 3月号

��������������
��������������

��������������
��������������

計�装�豆�
知�識�

月
　
知�

今
　
識�

の
　
豆� テレメータ装置と専用電話回線

　インターネットの普及に伴って、より高速で、よ

り安く常時接続できる回線が要求されるようにな

りました。このような接続手段としては、ケーブ

ルテレビや無線など様々なものがありますが、よ

り一般的なのはNTTの電話回線です。これを利用

するフレッツISDNやADSLといった常時接続の新

しいサービスも始まっています。ところで、定額

料金で常時接続するNTTのサービスについては、

超高速専用サービス、映像伝送サービス、デジタ

ル専用サービス、アナログ専用サービスなどがあ

り、以前から様々なものが提供されています。

　われわれの生活に欠かすことができない水道水を

供給している上水道施設では、NTTのアナログ専用

サービス（専用電話回線）を利用して、広い地域に分

散している施設の遠方監視（常時監視）を行っていま

す。このような、電話回線を使用して遠隔地に信号

を伝送する機器をテレメータ装置と呼んでおり、エ

ム・システム技研でも“ジャストフィットテレメー

タ”や“MsysNetテレメータ”など、様々な用途・

仕様に対応したテレメータ装置を販売しています。

　アナログ専用サービスとしては、モデムなどい

ろいろな端末を接続することで、通話やファクシ

ミリ、データ通信まで多目的に使える“帯域品目”

と、拠点間をデジタル信号でダイレクトに接続し

て、少ない情報量を扱う低速データ伝送に限定さ

れた“符号品目”の2種類があり、それぞれにいく

つかのサービスがあります（表1）。

　エム・システム技研では、NTT専用回線用モデム

を販売しています。MOD2（300bp s）、MOD3

（1200bps）、MOD6（2400bps）などは“帯域品目”の

中の“3.4kHz”サービスを、MOD1（50bps）は“符号

品目”の中の“50bps”サービスを使用します。こ

れらサービスの利用料金や工事料金は表2に示すと

おりです。

　NTTは、新潟県、長野県、山梨県、神奈川県以

東を担当するNTT東日本と、それ以外の西側を担

当するNTT西日本の2社に分かれています。専用

サービスを利用するときには、NTT東日本あるい

はNTT西日本に申し込みます。現在、申込みに関

する手続きは電話あるいはホームページで受け付

けています。ホームページには、専用サービスに

関する様々な情報が公開されています。また、技

術資料をPDF（Adobe Portable Document Format）ファ

イルとしてダウンロードすることもできます。

お問合せ先：0120-071400（NTT東日本、NTT西日本）
NTT東日本専用サービス：http://www.ntt-east.co.jp/senyo/

NTT西日本専用サービス：http://www.ntt-west.co.jp/senyo/

■

【岡 五十：（株）エム・システム技研 東京営業部 システム技術グループ】

表2　NTTのアナログ専用回線料金表（2002年1月現在）

＊MsysNetは、エム・システム技研の登録商標です。

サービス名 内　　　容 主な用途�
3.4kHz 0.3～3.4kHzの帯域伝送が利用可能 電話、ファクシミリ、�

3.4kHz（S） 3.4kHzサービスより高品質な伝送 アナログデータ伝送、�
 が利用可能 その他の帯域伝送など�
音声伝送 音声伝送のみに利用可能 電話、社内放送など�
50bps 50bpsのデータ伝送が利用可能�
2400bps 2400bpsのデータ伝送が利用可能 デジタルデータ伝送�
4800bps 4800bpsのデータ伝送が利用可能 （bps：bit／s）�
9600bps 9600bpsのデータ伝送が利用可能�

帯
域
品
目�

符
号
品
目�

表 1　アナログ専用サービス

 帯域品目 符号品目�
　　帯域品目  符号品目�
　　距離区分 3.4kHz 距離区分 

50bps
�

0kmまで 8,400 0km 4,200�
10kmまで 12,000 10kmまで 7,700�
20kmまで 27,000 20kmまで 13,700�
30kmまで 55,000 30kmまで 18,000�
40kmまで 75,000 �
50kmまで 80,000 �
60kmまで 84,000 60kmまで 20,000�
70kmまで 106,000�
80kmまで 128,000 �
90kmまで 131,000 120kmまで  35,000�
100kmまで 134,000�
120kmまで 136,000�
140kmまで 139,000 240kmまで 56,000�
160kmまで 142,000�
180kmまで 145,000�
200kmまで 148,000�
220kmまで 151,000�
240kmまで 153,000�
４線式加算額�
（1引込線ごとに）  

2,500�

屋内配線料�
（1配線ごとに） 　　

60�

施設設置負担金   72,000（2線式の場合）�
（１引込線ごとに） 102,000（4線式の場合）  

72,000�

工事費（1の工事・ ■基本工事費：4,500�
1の配線ごとに） ■屋内配線工事費：3,800

毎
月
の
料
金

�

工
事
料�

（単位：円）�NTT東日本のホームページより抜粋�
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